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11才男児の 後頭部皮下組織 に 原発 した髄膜腫の 1例 を電顕的検索を加 えて報告 した． 腫瘍 は直径 1
c m 大の 皮下 結節 で あ っ た ． 組織学的 に は c o11age n body と こ れ ら を取 り巻く よう に配列す る腫瘍細胞が
認め られ たの で ， 髄膜腫 が強く疑 われ た． 肉眼 的に も レ ン トゲ ン 的に も腫瘍 と硬膜との 連続は認 め られ な
か っ た ． 電顕 的に は， 腫瘍細胞は豊富 な原形質内フ ィ ラ メ ン ト を有 し， 互 い に 細胞突起 を伸 ば して交互散
人 を営ん で い た ． しば しば de s m o s o m e－1ikeju n ctio n， hemi de s m o so m e．1ikeinte rc e11ula r spe cializ atio n
や gapju n ctio nが 認め られ た． 少数の tightjunctio nも 同定さ れ た． こ れ らの 所見か ら， 本腰 瘍は遺残 し
た a r a chn oid c ell由来の prim a ry c uta n e o u s m e ningio m aで あ る こ と が確認さ れた ．
Key w ords Prim ary cuta n e ous m e n l nglO m a， Ele ctron micr os c op y，
Interc ellula rJu n Ction
髄膜腰 は頭蓋内お よ び 脊椎腔内の 腫瘍の 15－20％り
を占め る頻度の 高 い 腫瘍で ある が， 異所性 に 発生 す る
髄膜腰 は まれ で あ る． 異所性髄膜腰 は， 頭 蓋お よび 脊
椎周 囲の 皮膚真皮や皮下組織2 － 51， 眼 窟61， 中耳71， 頬
部8I， 頭蓋 骨外表面9I， 耳下腺 川 ， 頸部深部軟部組織1い，
副鼻腔1 2l， 肺 刷 な どに 認め られ る こ とが 知 られ て い る ．
この よう な異所性の 髄膜腫 は発生部位 に よ り， い くつ
か の 分類が な され て い るが ， 真皮お よ び皮下の 髄膜腫
は 一 般 に c uta n e o u s m eningio m aと総称 され て い る．
Lope zら
31は c uta n e o u s m e ningio m aを prim a ry c ut－
a n e o u s m e ningio m aくTy pe り， e CtOpic m eningio m a
Ofthe soft tis su e with e xte n sio ninto skinくTypeIIl，
m e nl nglO m a Of c e ntr al n e rv O u S SySte m a nd skin
tTypeIIIlの 3型 に 分類 して い る ． Ty pe I は生下時か
ら存在す る真皮ま た は皮下 の腫瘍で ， 頭皮， 前額や 脊
椎周囲に 好発す る もの で あ る．
今臥 わ れ われ は prim a ry c uta n e o u sm eningiom a
を経験 し， そ の詳細な電顕的検索 を加える こと が で き
たの で こ こ に報告す る ．
症 例
工 ． 臨床的 事項
患者は 1 1才の 男性で あ る． 生 下時よ り後頭部皮下の
腰痛 に 気づ い て い たが ， 療病 はな く， また増 大す る こ
と も なか っ たの で放置 して い た ． 中学校入 学時に 坊主
に な る必 要が あ り， 本人 の 希望 に よ っ て 腰痛摘除術が
行な われ た． 頭部 X 線写真 で は， 頭蓋骨 に 異常は認め
られ なか っ た ． 検査成 績に 特記す べ き こ と はな か っ た ．
II． 病理 学的 検索
腰痛 は弾性硬， 灰 白色 の 直径 1．Oc m大の 皮下結節
で あ り， 周囲組織と の 癒着は認 めら れな か っ た ． 摘除
腫瘍は直 ちに 10％ホ ル マ リ ン で固定され た． 光顕 的観
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Naka nishi， Depa rtm ent of Patholog yりり， Scho olof Medicin e， Ka n a z awa University， a nd
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Fig． 1， Light photomicr ogr aph sho wing char a－
Cteristic c ollage n bodie s fo c a11y e n clo s ed by
tu m o r c ells． H ． E． stain ， X220．
察の た め に ， パ ラ フ ィ ン包埋 し， ヘ マ ト キシ リ ン ． ェ
オジ ン ， 鍍 銀， ア ザ ン ， P A S染色 を施 した． 電顕的観
察に は 10％ ホ ル マ リ ン で 3 日間固定さ れ た腫 瘍の 一
部が 用 い ら れ た ． 締切 した 材料 を 2 ％オ ス ミ ウ ム酸
く0．1 M カ コ ジル 酸緩衝液， pH 7．4ぅで 4
0
C 2時間後
固定 し， つ い で エ タ ノ ー ル 系列で 脱 水， エ ボ ン 812で
包埋 した． 超薄切片 に は 酢酸 ウラ ニ ル ． 硝酸鉛の 二重
染色を施行 した ．
1ン 光顕所見
腫瘍 は皮下 の 線推性腫瘍で ， 特に 中心 部 は細胞成分
に 乏 しく， 膠原線結束が密に 配列 して い た ． 辺綾部に
は髄膜 腫 に 特徴的と い わ れ る 一Ec ollage nbody
，， が多数




は 主 に 膠原線稚か
ら成 る 直径 20－ 200声 m の 円形 の 硝子 様構造物 で あ
り， 鍍鍍染色 で は黒 褐色， ア ザ ン 染色で は淡青か ら漉
青色， P A S染色で は陽性に 染 まる 特徴 が あ っ た ． ま れ
に ps a m m o m abody も認 め られ た． 腫瘍細胞 は多角形
ま た は紡錘形 で ， 膠 原線維間に シ ー ト状あ る い は束状





を取 り囲 む よう に 配列 し てい た． 腰 瘍細胞は淡明な比
較的広 い 胞体 と楕円形核 をも ち ， その 細胞境界は不 明
Fig． 2． Ele ctr o n mic rogr aphsho winginterdigitatio n oftu m o r c ellpr o ce s se s． T heintra cytopla s mic
fila m ents are abu nda nt． x20，000．
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瞭で あ っ た ． 時に ， 多核合胞状の 形 態を と る腫瘍細胞
が散見 さ れ た．
2ト電頭所見
腫瘍細胞の 核は 円形 か ら楕円形 で ， 多く の 場 合明 瞭
な核小 体を み る こ とが で き た． 原形 質内部に は細胞小
器管の 発育は 乏 しく ， 多数の 直径約 5nm の フ ィ ラ メ
ン トが均等 に 分布 して し1た ． 注目さ れ る こ と は腫瘍細
胞が 互 い に 細 胞突起 を伸 ば し て 交 互 故 人 くinte r－
digitatio nl を営 ん で い る こ と と く図 2l， 4 種 類の
inte rc e11ula rju n ctio nが認 めら れ た こ と で あ っ た
．
ま
ず第1 は de s m o s o m e－1ikeju n ctio nで あ っ た ． こ れは
定型的な de s m o s o m eと異な り， 約 25n m 幅の 原 形 質
膜間に 明 瞭 な線状構造物が備わ っ て い な い ju n ctio n
であ っ たく図 3l． 第2 に de s m o s o m e．1ikeju n ctio nに
類 似 し て い る hemi des m o so me－1ike inte rc ellula r
SpeCializ atio nで あ っ た く図41． これ は 原形 質膜間が
60－120Il mと幅広 く， こ の 間 に基 底膜様物質が介在 し
て い る 構造物で ， de n seplaqu eの 発達 は悪 く ， フ ィ ラ
メ ン トも 集中し な い 特 徴が あ っ た ． 他 の 2 つ は gap
ju n ctio nと tightju n ctio nで あ っ た ． gapju n ctio nは
か な り高頻度 に認 めら れ た が， tightju n ctio nは まれ
で あ っ た
．
ま た細胞が膠 原線維に 接す る部分 で は時々
部分的な基 底膜 が み ら れ た
． な お ， 膠原線推の 直径 は
50－100n m で あ っ た ．
Fig．3． Ele ctr o nmic r ograph sho wing des m o s o m e－
1ikeju nctio n s athigher m agnific atio n． x4 5，000．
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考 察
本例 は組織学的に ， 多数の 一Ic o11agenbody
，，
と髄膜
脛 に 類似す る腫瘍細胞 の 配列 が認め ら れ た の で c uト
a ne o u s m e ningio m aが 強く疑わ れ た． 一 般に ， 髄膜贋
の 電顕的診断基準は des m o s o m e， 原 形質内 フ ィ ラ メ
ン ト， 細胞 突起 の 交互 験入 の 3点 で あ る と さ れ て い
る1 4 瑚
．
こ れ まで 電顕 的検索が な され た異所性髄膜腰
の 3報告例3I1 3I1 9Iで は い ずれ も 上記 の 診断基準が満足
さ れ て い る ． こ れ に 対 して本例で は， この 3 つ の 診断
基 準 の う ち 定型 的 な de s m o s o m e
．
は 明 ら か で な く，
de s m o s o m e－1ike ju n ctio nが認 め られ る に すぎな か っ
た
．
しか しなが ら， des m o so m e－1ikeju n ctio n以 外に ，
tightju n ctio n， gap ju n ction ， hemide s m o s o m e．1ike
inte r cellular spe cializ atio nが 認 め ら れ た． Nabe －
Shim aら2 いは 正 常 ヒ ト の a ra chn oid c ellに は de s，
m oso m e， tight ju n ctio n， gap ju n ctio n， he mide －
S m O S O m e．1ike inte rc ellular spe cializ atio nが 存在 す
る こと を報告 して い る． ま た， 頭蓋内髄膜腫 に お い て
も， de s m os om e， tightju n ctio n， gapju n ctio nの 3種
が し ば しば同定さ れ て い る1 61 潮201． さ ら に， Copela nd
ら2 01は Nabe shim aら2 りの 指摘 した he mides m osome．
1ikeinte rc ellula r spe cialization が髄膜腰 に はむ し ろ
diagn o stic で ある と主 張 して い る ． 従 っ て， 本腰瘍 は
Fig． 4． Electr o n mic rogr aph sho wing a hemi d．
e s m o s o m e－1ike interc elular spe cializ atio n at
highe r m agnific atio n． x 45，000．
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定型的 な des m os o m eを 欠 い て い る も の の ， 4種 の
ju n ctio n特 に he mide s m o s o m e－1ike interc ellular
spe cializ atio nを備 えて い る こ と か ら み て ， 電顕的 に
も ar achnoidc ell由来の 髄膜腫 で あ ると 考え ら れ る．
皮膚や 皮下組織 に 発生 す る異所性 の 髄膜腰 は Bain
ら2Iに よ っ て c uta n e o u sminingio m aと 名 付 け ら れ
た ． Bain ら
2Jは その 診断基準と して， い 真皮ま た は
皮下組織か ら発生 した腫瘍 で あ り， 2フ 典型的な髄膜
腫の組織像を示 し， 3つ 頭蓋内髄膜腫が な い こ と を挙
げて い る， 既 に 述 べ た よ う に Lope zら3Iは c uta n e o u s
m e ningio m aの 40報告例と 20自験例 を検討 し て 3型
に 分類 した． こ のう ち Type Iの prim a ry c uta n e o u s
m e ningio m aは生下時か ら存在す る真皮ま た は皮下の
腫瘍 で あ る こ と， 頭皮， 前額や 脊椎周囲 に好発 す る こ
と， 頭蓋神経 とは位置的に 無関係であるの で臨床的 に
は無症候性 で ある こ と に よ っ て 診断され て い る． W at－
er so nら2 21は髄膜腰が皮膚に 認 め られ る場合 に は ， そ
の腫瘍細胞 の 由来と して 5 つ の 可能性が あ ると述 べ て
い る ． 即ち， い 血 行性転移， 21 関頭手術時の播種，
3う 頭蓋骨を破壊 して直接浸潤， 4ン de n o v oに 頭蓋
外に 発生， 5ン 頭蓋孔 ある い は手術時の 欠損部か ら の
伸展で ある ． 本例の よう な prim a ry c utan e O u S m e ni－
ngio m aは 41 の場合 に 相当す る と考 え ら れ る． de
n o v oに 発生す る c uta n e o u s m e ningio m aは遺残 した
a r a chn oid c ellに 由来す る腫瘍 であ る とい う考 え方が
有力で あ る 細 2 3I． この 考え は， 体幹臓器や 四肢の よ う
な中枢神経系か ら離れ た部位 に は異所性髄膜塵 が まず
発生 しな い こ と 招 恥や， 頭蓋骨縫合線閉鎖時に 髄膜が頭
皮内に 遺残す る 可能性があ る こ と3I2 3Iな どか ら 支持さ
れ て い る． これ に対 して ， S Chw a n ncell由来 であ ると
す る報告も少数み られ る2I1 31251． しか し， 本例 で も示 さ
れ た よう に， こ の 腫瘍細胞は a ra chn oidc ell の特徴 を
備え てい る ので s chw a n n c ell由来 と は考え に くい ． 以
上 の 所見 お よ び 考察か ら， 本腫 瘍 は頭皮 に 遺残 した
a r a chn oidc ell由来の prim ary c uta n e o u s m ening－
io m aで ある と考 え られ る．
結 論
prim a ry c uta n e o u s m e ningio m aの 1 例 を 報告 し
た
． 特 に ， 電顕的な観察を行 ない ， 腫瘍細胞 に は de s－
m o s o m e－1ikeju n ction ， gapju n ctio n， tightju n ctio n
に加 え て he mides m o s o m e－1ikeinte rc ellula r special－
izatio nが ある こと を示 した ． 従 っ て， 本腫瘍は遺残 し
た a r a chn oidc ell由来 で ある と考 え られ た．
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A bstract
A case of m eningio m a arisingin the s ubc uta n e o u stiss ue ofthe s c alp ofa l l－ ye a r－ Old boy w as
repo rted ． T he tu m o r w a s a subc ta n eous n odule m ea su ring lc m in dia m eter． Histologicaly，
the r e w e r e m a ny c ollage nbodie s e n clo sed by tu m o r c ells， and t he diagn o sis of m eningiom a was
Str O ngly s u spe cted． No dir e ct c o n n e ctio n betw e e nt he tu m o r a nd the du ra mate r w as re c og
－
niz able in gr o ss a nd r o e ntoge n ographic e x a min atio n s． An ele ctr o n mic ro s copI C e Xamin atio n
rv e aled thattu m o r c ells had abu nda nt intr a cytopla s mic fila m e nts a nd interdigitating c ellpr o c e s
－
SeS． De s m o so m e－1ike ju n ctio n s， he mide s m o s o m e－1ide inte r c ellula r spe ci al izatio n s， a nd gap Ju n C－
tio ns w ere frequ e ntly found． Tightju n ctio n s w e ro c c a sio nal 1yidentified． Fro m these findings，
itw a s c o nfir m ed t hat the pr ese nt tu m o r w a sprl mary C uta n e O uS m e ningio m a which de riv ed fro m
a r e m n a nt ofa r a chn oidc ells．
